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第 2 表 枕木配置表(道床を有しないん3合)
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るレ ー ノレの移動を防ぎ，軌聞を正附戸に保ち， レ ー ノレの上を通過

する列車または車両の霊益を， 均等かつ広 く分布するために，

レ ー ル l 本の長さに敷設する枕木の数を，線路等級，本線， 官IIJ線

の別で ， それそ'れ定めたもの。したがって， 枕木の配tå~間隔も，

(1) 道床の有無(橋梁 〔きょうりょう 〕 には道床がなく ， 列車

の重さが直接桁の上にかかるので，普通の線路よ り本数が多く

なっ ている)

(2) 枕木配置法式(懸継法〔かけつぎほう 〕 支継法 〔ささえ

つぎほう J )

(3) レー ノレの長さ

(4) 枕木本数

ぜーに よ り ， それぞれ異なった枕木配置にな っ ている。いずれも

レ ー ノレ紋日部分がもっとも狭い(~ 1 ・ 2 表) 0 (伊地知堅一)

まくらぎはそん 枕木破損 枕木が使用に耐えなくなる原因

を大別すると，自然領傷すなわち腐朽菌(ふきゅうきん)または

風雨等気候の影響によって縦しょく損耗した場合， および後械

が:J損傷すなわち列車荷重の負担に よ って ， くぎ穴損傷， レ ー ノレ

底部の食い込み，折れ， 創れ，焼損，偽 (っき)固め作業による

F剖It員傷等の場合の 2 つがあげられる。

枕木がもっとも惑い状態になった場合は， 車両が軌|百iを j!llll自

いて線路内に落ち込んでm:大事故を起す結果となるので，枕木

更換の基準を定める第 l 条件は所要の償圧力に耐え得るか否か

によって，決定されるわけである。

1 枕木腐朽 腐朽菌が繁嫡して枕木を腐らせたり，天候に

支配されて枕木にフケを発生して休絡をくずし， くぎの支持能

力を失う結果となる。

2 枕木くぎ穴損傷 枕木にレ ー ノレを締結する方法として，

通常 4 本の く ぎをハ形に打ち込んで軌間を保持し， レーノレの傾

倒lおよび旬進(ふくしん)等を防止する役目をもたせているが，

年数を経過すると，憤圧や上下動によ って ， くぎ穴が次第に大

きくなって軌聞を砿げるとか， くぎが浮上っ てその役目を来た

さなくなる傾向を生ずる。この傾向がでて軌聞が狂 っ た場合は，

くぎを抜取って ， 込栓(こめせん)をつめ， その穴にくぎをふた

たび打ち込む方法で補修を行う。

この補修方法を同-í'(で 4-5 回線返すと，もう込絵をつめ込

んでも効果がないほど， 穴 の}再l凶が損傷してしまうので，その

後は穴の位tì1をかえて打ち締める。

枕木に くぎを打つ場合，ハ形に打つことが原則となっている

のは， 材岡山jれの発生を防止するよう考慮されているからであ

る。

なお くぎを打込む範凶は， 枕木偶の端より， 50 mm を離すよ

うに制限し，枕木面を保護するとともに，くぎの支持力弱化を

防ぐよう考慮されている。

3 枕木食込み 枕木に来っているレー ノレはその旬進や {'I'縮

のために枕木而上を抱動( しゅう どう)した り ， また車両によ っ

て横倒しにされる力を受ける。 機倒しにされる傾向はと くに曲

線部においてはなはどしい。これが繰返されている間に， レ ー

ノレ底部が次第に枕木に食込んでくぎがきかなく なる傾向を生ず

る。この状況は枕木すえ付簡に一様に食込まずレー ルの外側が

内側より深くな っ て ， レーノレの小返りを起す。

食込tiiが 7 mm 以上になると，枕木のレー ノレすえ付聞を平ら

に削り取り ， レー ノレ聞を水平に直す補修作業を行う。

食込向IJ IE ごとに枕木のj早さがìW くな り， くき'の先は枕木の下

に出るばかりでなく， 枕木鼻折れの原因と も なるため 20mm

以上の削IE量となった場合は， 更換することになっている。

4 枕木折れ l 本の枕木が受ける荷重圧力は一線でなく ，

レ ー ノレの乗っている 2 点が jlll し下げられて ， 両端と中央部が上

にあがる傾向となる。これがため，枕木が弱L、場合には道床が

悶結して9単位がなくなったり，冬期l凍結したところを列率が通

ると ， 折れが発生し易い。なお折れの原因として，後関車たき

放による焼損， 食込自IJ 正:litの梢i大 ， くぎ穴J員傷はなはだしい場

合等があげられる。

折れた場合，その折れた位置によって中折れ， 鼻折れと いう

呼び名が使われている。 枕木中折れとは枕木が軌間内の中央部i
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